
令和 5年度  事 業 報 告 書
5年 1月 1日 から 5年 12月 31日 まで

特定非営利活動法人ブーゲンビリア
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果
一昨年度よりがん治療中の患者が多数参加するため、新型コロナウイルス蔓延により多くの

活動を中止した。一方でオンラインの活用で、遠隔地の団体との連携やセミナーの受講が

促進され、次年度の活動の基礎を作った。
立川市の医療サポー ト団体と連携した「まちネットカフェ」が、市民の相談の場として

体面での貴重なサポー トの場となった。
患者の生の声を、医療者や行政へ伝えて、「がんは政治である」の立場から、行政が机上の

理論に陥らないようロジックモデルについて共に学び、最終アウトカムが患者本位になる

ように継続して提言した。
立川市長交代のタイミングで、医療政策について提言した。
人と会う機会が減る中、遺族に向けてのグリーフケアに注力した。

医療基本法制定に向け、他団体とも協力し、行政への働きかけを継続 した。

2事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係わる事業

事業名 事 業 内 容
実 施
日 時

実 施
場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人数

事業費
の金額
(千円)

主に乳がんと |

それに関係 し |

た医療情報の
|

普及及び

啓発事業

地域包括ケアに関する

講演会 2月 19日 (日 ) 立川市女性総合
センター アイム 8名

一般市民
不特定多数
参加者36名

73

地域医療に関する体験者
を交えた座談会

乳がん検診と在宅医療、
エンディングノー トに関
する展示 2月 18日

2月 19日

土

日

立川市女性総合
センター アイム

6名 、
7名
一般市民
不特定多数

乳がん触診モデルを使っ

ての触診体験

ピンクリボン活動に関す
る街頭演説

10月 28日 (土 ) 立川駅北口 4名
一般市民
不特定多数

提言に

計上

会報誌 「ブーゲンビリ
ア」の発行

今年度は発行して
いない

法人事務所
各回 3
～ 5名

会 に関心

のある方
1000′ Z

0

会報誌 「プー ゲ ン ビ リ
ア」の発送

今年度は送付して
いない

法人事務所
各回 5
～10名

会に関心

のある方
460名

0

生命保険会社社員に向け
て、患者団体の役割 とそ
の活動について講演を行

つ

1月 13日 (金 )

4月 17日 (月 )

7月 20日 (木 )

10月 6日 (金 )

第一生命立川支社
各回
2名
一般市民
不特定多数

1

製薬会社社員に向けて、
患者中心の医療の在り方
について講演とディス

カッションを行 う

10月 25日 (水 ) 中外製薬・大宮 1名
一般市民
不特定多数

提言に

計上

乳がんの服薬ア ドヒアラ
ンスに関して作成した冊
子を配布・啓発する

随時 各イベント会場
各 1～
10名
乳がん患者
不特定多数

0.5

ホームページを運営し、
事業内容や活動予定、過
去の活動状況を紹介する

常時 法人事務所 2名
一般市民
不特定多数

77



事業名 事 業 内 容
実 施
日 時

実 施
場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人数

事業費
の金額
(千円)

医療情報の

普及啓発活動

立川市主催のくらしフェ
スタ立川に、医療消費者
の立場で実行委員会に参
加

毎月 1回
立川市女性総合
センター アイム 1名

一般市民
不特定多数

0.5

主に乳がん

患者への

相談及び

心理的ケア

事業

「おしゃべり会」を開催
し、情報交換と心理的ケ
アを行う

1月 9日 (月 )

6月 6日 (日 )

11月 22日 (水 )
12月 18日 (月 )

法人事務所
各 2～
4名
乳がん患者
10名

2.5

個人面談による医療情報
提供と心理的ケア

3月 8日 (水 ) 法人事務所 各 1 1名 1.5

電話相談による医療情報
提供と心理的ケア

随時 法人事務所 1名
一般市民
不特定多数
約87名

2

「まちねっとカフェ」を
開催し、がん体験者の立
場から、よろず相談を担
当する。

毎月第 2木曜日
を担当

立川市
各 2
～ 3名

一般市民
不特定多数

3

がん遺族へのグリーフケ
ア

3月 14日 (火 )

4月 9日 (日 )

8月 10日 (木 )

国立市
新宿区
立川市

3名 遺族ら
15名 2

主に乳がんと

それに関係し

た医療・行政

への提言事業

乳がん検診を呼びかける
街頭演説を行う

10月 28日 (土 )
立川駅北 日
コンコース

4名
一般市民
不特定多数

14

治験コールセンターの必

要性を患者の立場で提言
随時 各訪問先・電話

各 1

3
名
名

がん患者
不特定多数

1

乳がんの服薬ア ドヒアラ
ンスの可視化ツールの開
発・普及を求める

随時 各訪問先・電話
各 1

3
名
名
乳がん患者
不特定多数

乳がんの服薬ア ドヒアラ
ンスに関して作成した冊
子を配布・提言する

各イベント時
随時

各イベント会場
各 1

3
名
名
乳がん患者
不特定多数

0

医療政策についての立川
市政への提言活動

6/10,6/29,7/21,
8/11,8/27,3/30,
9/25,10/30

立川市
各 1名 立川市民不

特定多数
2

東京都のがん条例につい

て都議会議員へのロビン

グ

9月 13日

9月 22日
水
金
)

)
立川市

各 1名 東京都民不
特定多数

2.5

医療関係者との面談

東京西徳洲会病院 随時
左記

各 1名
～ 2名

一般市民
不特定多数

2.5
立川在宅ケアクリニック 随時

製薬会社ほかとの意見・

情報交換

生命保険会社社員に向け
て、患者団体の役割 とそ
の活動について講演を行
り

4月 17日 (月 )

7月 20日 (木 )
10月 6日 (金 )

法人事務所
第一生命立川支社

各 1名
～2名
一般市民
不特定多数

1



事業名 事 業 内 容
実 施
日 時

実 施
場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び
人数

事業費
の金額
(千円)

医療・行政
穂の提言事業

製薬会社社員に向けて、
患者中心の医療の在り方
について講演とディス

カッションを行う

10月 25日 (水 ) 大宮市 1名
一般市民
不特定多数

3

医療後進国の

女性や子供

たちに対する

経済的支援

事業

日本キリス ト教海外医療
協力隊 (JOCS)の 活動
に協力 し、使用済み切手
を収集

常時 法人事務所 2名
JOCSの
支援する
人々

1経済的に困窮 している子

供たちに送る物品を収集
し、送付する

今年度は
送付していない

法人事務所 3名
物品提供先
の支援する
人々

ブーゲンビリア基金をア
ジアの医療に貢献してい

る団体へ寄付する

今年度は

送付 していない
法人事務所 3名

寄付先の支
援する人々

医療情報の

提言及び普及

啓発活動を

行う団体との

提携協力事業

多摩ホスピスの会・くら
しの保健室・にしき傾聴
クラブと連携し、医療の
よろず相談のできる「ま
ちねっとカフェ」を運営
する

1/26,2/23,3/23,4

/27,5/3,6/22,6/2
9,7/12,7/27,
8/24,9/27,
10/26,11/23

立川市
各 1名 一般市民不
特定多数

2

「まちねっとカフェ」を
開催し、がん体験者の立

場から、よろず相談を担
当する。

毎月第 2木曜日
を担当

立川市
各 2
～ 3名

一般市民
不特定多数

7

「まちネットカフェ」主

催で、認知症に関する映

画会を行う

5月 28日 (日 )
立川市女性総合
センター アイム 4名

一般市民
不特定多数

83

「まちネットカフェ」主

催で、認知症に関する講

演会と座談会を行 う

12月 21日 (木 ) 立川 市 RISURUホール 3名
一般市民
不特定多数

9

多摩在宅ケアネットワー

クに参加し、情報交換を
行う(オンライン)

随時
法人事務所
各自宅

各 2～
4名
一般市民
不特定多数

0.5

日本医療政策機構
との情報交換

随時
神保町
法人事務所

各 1
～ 6名

一般市民
不特定多数

0.5

乳がん患者会との

情報交換と相互交流

リンパの会

ねむの会

ピンクリボン大阪

トリプルネガティブふく
ろうの会

Pink  リング

随時

法人事務所

各団体事務所

オンライン等

各 1
～ 3名

1
乳がん患者
不特定多数



事業名 事 業 内 容
実 施
日 時

実 施
場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人数

事業費
の金額
(千円)

医療情報の

提言及び普及

啓発活動を

行 う団体との

提携協力事業

その他のがん患者団体
との交流

(社)沖縄県がん

患者全連合会

高知がん患者
支援推進協議会

NPO法人 支えあう会

いずみの会

PO法人
京都がん医療を考える会

NPOがんサポー ト
コミュニティー

日本患者会情報センター

市民 と医療のコミュニケー
ションサポー トネットワーク

一喜会

小児脳腫瘍の会

NPOオ レンジティー

NPOがんと共に生きる会

日本難病治療団体協議会

NPO キャンサーネ ッ ト
ジャパン

NPOホスピタリティひの

NPOキャンサーサポート

PO 子宮頸がんを考える
市民の会

福岡がん患者団体ネット
ワークがん 。バッテン・

元気隊

日本肺がん患者連絡会

公益財団法人 がんの子
どもを守る会

全国がん患者団体連合会

NPOキ ャンサーサポー ト北
海道

随時

法人事務所

オンライン等

各 1
～ 3名

がん患者
不特定多数

26

患者の声を医療政策に反
映させるあり方協議会に

世話人 として参加 (オ ンラ
イン)

7月 26日 (水 ) 法人事務所 各 1名
一般市民
不特定多数

10

患者の声を医療政策に反
映させるあり方協議会に
世話人として参加

9月 20日 (水 ) 江戸橋
1名 一般市民
不特定多数

医療開発基盤研究所のオ
ンラインセミナーに参加
し、患者の権利について
学ぶ (ヘルシンキ宣言)

1/4,2/15,4/5,5/1
0,6/7,7/5,8/9
9/7,11/2

法人事務所 各 1名
一般市民
不特定多数

0.5



事業名 事 業 内 容
実 施
日 時

実 施
場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び
人数

事業費
の金額

(千円)

医療情報の

提言及び普及

啓発活動を

行 う団体との

提携協力事業

医療開発基盤研究所のオ
ンラインセミナー参加者
によるバイオエシックス

セミナーで発表

11月 6日 (月 )

12月 6日 (水 )
法人事務所 各 1名

一般市民
不特定多数

0.5

医療開発基盤研究所のオ
ンライン講演会に参加
し、ディスカッションを
イテう

2月 24日 (金 ) 法人事務所 1名
一般市民
不特定多数

0.5

ヘルシンキWルm宣言に関す
る太平洋での世界医師会
地域専門家会議に医療開
発基盤研究所のメンバー

として参加し、患者自身
の体験に基づいたヘルシ
ンキ宣言に関する講演を

行い、講演録をSpringer

に掲載

12月 6日 (水 ) 法人事務所 2名
一般市民
不特定多数

1

がんネットワーク東京に
加入し、東京都のがん医
療の向上について都議に
提言

10月 6日 (金 ) 法人事務所 各 1名
一般市民
不特定多数

0.5

患者の権利法をつくる

会、医療実践コミニュ

ティー 医療基本法制定
チーム、患者の声協議会
の3団体の会に参加 し、医

療の改善を協議する

随時 江東区 各 1名
一般市民
不特定多数

0.5

がんや難病の患者を支援
する団体と連携協力し
「なんがんネット」を立

ち上げ、幅広い患者支援
を目指す

2月 4日 (土 )

3月 3日 (金 )

3月 21日 (火 )
3月 22日 (水 )

法人事務所 各 1名
一般市民
不特定多数

5

「なんがんネット」で患
者中心の意思決定につい

てのオンライン講演会を
開催

3月 26日 (日 ) 法人事務所 2名
一般市民
不特定多数

多摩ホスピスの会に協力
1月 18日

5月 17日

(水 )

(水 )
あきる野市 1名

一般市民
不特定多数

2

難民を助ける会に協力 随時 法人事務所 3名 会
が支援す
る方

0.5

淳彦基金を育てる会に協

力
随時 法人事務所 2名

移植を必要
とする人
不特定多数

0.5

創薬・がん研究
への支援事業

創薬・がん医療への募金

活動を行う
随時

立川市女性総合
センター アイム
法人事務所等

2名
がん患者不
特定多数

0.5

(2)そ の他の事業

事 業 内 容
施
時

実

日

施
所

実
場

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人数

乳がん体験者
の心理的ケア

今年度は実施していない
ｎ

）



書式第 14号 (法第 28条関係 )

令和 5年度 活動計算魯 (その他事業が上る場合)
事 業 報 告

特定非営利活動去人 ブーゲンビリア

科 目
特定非営利活動に係る事業~~蚕~苗

|ボ語二番語
その他事業

盃
~ 
額 |'1ヽ計・合J‐

合計

正会員受取会費

受取寺附金 289.590
62.100

351.690 351.690

0

普及啓発事業収益
心理ケア事業収益
提言事業収益
国際協力事業収益
(L団体との事業収益
医療支援事業収益

4

の

50.138
20,000
10,820
0

0

19.318
0

0

50.138

の5 その

401.320 401.323
3】

000

0

0

0

110.0(X 110.000

会議費
旅費交通費
講師謝礼
施設等評価費用
会場費
減価1lt却費
印刷製本費
郵送通信費
ホームページ運営費
他団体会費
消耗品費
交際費 (慶弔費)
手数料
備品費
アジアヘの寄付
他団体への寄付

1 人

2

給料手当
役員報酬
退職,`今付費用

11,960

4,000
0

62,100
0

0

5,090

14,000
77.065
45.460
10.290

0

0

0

0

0

0

229.965 229,96

339.965 339.965

“

).αЮ 40,000

会議費
旅費交通費
講師謝札
施設等評価費用
会場費
減価償却費
印刷製本費
郵送通信費
ホームベージ運営責
他団体会費
消耗品費
交際費 (慶弔費)
手数料
備品費
アジア^の寄付
他団体への寄付

1

(2 そ

役員報酬
給料手当
退職給付費用

3.355

1

1

3.355

43.855 43.855
383.820 383.820

i 鋼 A B 180( 18 008

過年度損益修正益

:  タ

[ 1 用

災害損失

4 期 奎  , C

工  1 ,十 ( 1●.(“U

人 び 0

282 812
正  電 〉―( + 00(.820

|

i■ ・ ・ ・

“

リ
~~~~雨
両面



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 5年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 ブーゲンピリア

金

在助資産
よЮ,8:Ю

300,820
|

現金預金

未収金

棚卸資産

300.820面産合計 ・・・①
固更百西

ｎ

）(1)有形固定責産
車両運搬具

什器備品

(2)

3 の

ソフ トウェア

借地権

敷金
長期貸付金

1産合Π
~~=「
丁②

2

【A】 資 産 合 計 ①+②

0

2

+

1

B-1

未払金

預 り金

長期借入金

退職給付引当金

B-2 正

正 額

正

282812
18008

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 300.820

■■■■■口丁l■H溜 ■■

||IF三:11EI」  ζ】|li」



書式 16号 (法 28

令和5年度  計算書類の注記

特定非営利活動法人ブーゲンビリア

1重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法 人会計基準 (2011年 11月 20日 一部改訂 NPO法 人会計基準協議会)に よっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
車両運搬具及び什器備品は所持していません。

(2)固 定資産の減価償却の方法
固定資産は所持していません。

(3)引 当金の計上基準
・退職給付引当金は行っていません。

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
施設の提供等の無償サービスの受入れは、活動計算書に計上しています。

また計上額の算定方法は「3.施設の提要等の物的サービスの受入の内訳」に記載しています。

(6)消 費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込み方式によつています。

2事業別損益の状況
:円 )

管理部門 合計
他団体と
の事業

医療支援
事業
事業部門計普及啓発

事業

心理ケア

事業
提言事業

国際協力
事業

科 目

０

０

０

０

０

０

０

0

244,500
62,100
0

50,138
0

45,09

０

０

０

０

０

０

0

289,590
62,100
0

50,138
0

0

1,000
0

0

10,820
0

，

″

0

1,000
0

0

0

0

0

76,000
56,000
0

19,318
0

0

140,000
6,100
0

20,000
0

356,738 45,090 401,82826,000 1,000 151,318 500166,100 11,820

110,00 ｎ
）
υ^ 150,0038,00053,00 ｎ

〉
＾
υ 12,00

110,000 40,000 150,00038,00053,000 7,000 12,000

＾
υ
″
０

０

０

０

０

０

０

０

11,960

4,000
0

62,100

0

0

5,090

14,000

77,065

45,460
10,290
0

0

0

０

８

０

０

０

０

０

７

０

０

０

０

０

０

０

０

０

11,960
4,328
0

62,100

0

0

5,090

15,717

77,065

45,460
12,100
0

0

0

0

0

0

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　

　

　

０

０

　

　

　

０

ｎ
〉

〈
υ

3,240

3,500

0

0

4,470
0

0

0

0

0

0

０

０

０

０

０

０

０

０

０

000

3,083
450
0

56,000

0

0

1,850

4,000

0

45,460
2,000
0

0

0

0

0

0

8,877
450
0

6,100

0

0

0

2,000

77,065
0
０

０

０

０

０

０

０

233.820112,843 500 229,965 3,85597.312 4,350 13、 960 1,000
383 820□ 団園1,爛D 150,843 500 339,965150,312 11,350

□ 困固 □ 匝□田 ]
~｀

470 旺ロ囮
ｎ

）15,788

I 経常収益   |
1.受取会費   |
2.受取寄附金  |
施設等評価益 |
3 受取助成金等 |
4.事業収益   |
5.利子・利息  |
経常収益計   |
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当
退職給付費用

福利厚生費
人件費計
(2)そ の他経費
会議費
旅費交通費
講師謝礼

施設等評価費用

会場費

減価償却費

印刷製本費

郵送通信費
ホームヘ・―デ運営費
他団体会費
消耗品費
交際費 (慶弔費
手数料

備品費
アジアヘの寄付

他団体への寄付

書籍等購入費
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額 臓山口■■■■田■■四田 ■口田□■■□四ヨ■■回回田
口田田田匝王国□



去内容 金額 算定方

午前・午後各28000円 ×1回   午後6100円 ×1回立川市女性総合セン

ターアイム

ホール

第3学習室

各 1回

56000
6100

△ ヨ■

「
:口 |

62,100

3施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
(単

4使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は607,140円 ですが、そのうち300,280円 は、下記のように使途が特定されています。

したがって使途が制約されていない正味財産は306,910円 です。
(単位 :円 )

:円 )

6借入金の増減内訳  借入金はありません。
円 )

7役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引はありません。

(単

8その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な
事項
・ 事業費と管理費の核分方法

備考期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高内容

23,000 現金 23,000円
がん征圧研究を支援
する基金

23,000

194,070 194,070 ゆうちょ銀行 郵便振替口座
医療に恵まれない女
性や子どもたちのた

めに支援する基金

四ロロЮ217,070■
―
一ヨ
“

〈
ロ □□□

減価償却累計額 期末帳簿価額取得 減少 期末取得価額科 目 期首取得価額

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金
合計 ■■■■■■■■■■■■

当期借入 当期返済 期末残高科 目 期首残高

↓

―

〓

ロ

〈

ロ

計算書類
に計上さ
れた金額

内役員及
び近親者
との取引

科 目

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

■■
■■■■

その他の事業に係る資産の状況



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和 5年度 財産目録
事 業 報 告 用

特定非 利活動法人 ブーゲンピリア

300,820

0

“

Ю

0

0

棚 資産

0

未収金

現
3ffls冨甚通預金
念写劣f銀行

0

83,750
0

23,000

品

パ ソコン

(1)有移固定責産
車両運搬具

事業用車両

2

(3) その

ソフトウェア
オペレーションシステム

文書編集ソフ ト

借地権
○○市事業所

長期貸付金
OO銀行

敷金
OO市事業所

問 産合計  ・・・の

【A】 資 産 合 計 ①+② 300.320

3-1 負 債 の 3
:動負債

未払金

0
預り全
源泉徴収税

．
ド
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
Ｉ
Ｌ
動

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流 t債合計  ・・・③
定負債

引当金

職員

長期借入金
借入金

【l

2

問 僣 合 計 ・ a)

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 0

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 300.820

01



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 5年度年間役員名簿 〈前事来年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事彙年魔における●目の有無をm載 した名簿 )

特定非営利活動法人 ブーゲンピリア

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条 を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
Z各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

氏    名

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)

1 理 事

ウチダエイコ 令和 5年 1月 1日

5年 12月 31日

年  月 日

日年   月内 田

(内 田

榮

絵子)

2 理事

ウチダユウコウ

内田 雄幸

令和 5年 1月 1日

5年 12月 31日

年 月

月

日

日年

3 理事

タマイキミコ

玉井 公子

令和 5年 1月 1日

5年 12月 31日

年1   月   日

年  月  日

4 理事

タニアイコトコ

谷合 公子

令和 5年 1月 1日

5年 12月 31日

年

年

月   日

月 日

5 理事

オカムラシホコ

 
令力 5年 1月 1日

5年■2月 31日

年

年

月

月

日

日岡村 志保子

6 理 事

イマムラショウジ

今村 正

令和 5年 1月 1日

5年 12月 31日

年  月  日

年  月  日

7 理事

イマムラアサコ

今村 朝子

令和 5年 1月 1日

5年 12月 31日

年

年

月

月

曰

日

8 理事

ササキサチコ
令和 5年 1月 1日

6年 12月 31日

年 月

月

日

日年佐々木 幸子

9 理事

ミヤケカヨコ
令和 5年 1月 1日

5年 12月 31日

年

年

月

月

日

日三宅 加代子

10 理事

7 ri^l::rr 令和 5年 1月 1日

5年12月 31日

年  月  日

年  月  日渡邊 美恵子



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 5年 1月 1日

5年 12月 31日

年  月  日

■1   月   日
11

監 事

オオタユミコ

大田 由美子

年:   月   日

年  月  日

カタヤマイクコ

片山 育子

令和 5年 1月 1日

5年 1月 28日
12 理 事



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 ブーゲンピリア

氏    名

1
内田

(内 田

榮子
絵子)

2
金杉 敬子

3
玉井 公子  

4 谷合 公子

5
岡村 志保子  

6 佐藤 光子

7
内田 雄幸

8 佐々木 幸子  

9
三宅 加代子

10 渡邊 美恵子

ll 大田 由美子




